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郷
松
波
村
銀
座
。
萄
枇
也
。
』
と
あ
る
。

マ
ツ
ナ
‘
ミ
ヨ
シ
チ
カ
松
波
議
親
遺
構
常
陸
介
。

天
正
五
年
丸
周
畠
山
氏
の
七
尾
城
の
陥
落
す
る
や
、

義
親
は
紳
保
周
防
長
額
・
河
野
肥
前
・
熊
木
兵
部
等
と

珠
洲
郡
松
波
城
に
遁
れ
、
一
授
を
催
促
し
て
最
後
の

気
勢
を
暴
げ
た
が
、
越
締
長
揮
光
闘
之
を
囲
み
、
周

防
・
兵
部
は
戦
死
し
、
義
親
は
自
瓦
し
て
城
謹
に
陥

っ
た
。
肥
前
は
濁
脆
し
て
そ
の
領
邑
羽
咋
郡
摘
松
に

退
か
ん
と
し
た
が
、
亦
光
凶
の
震
に
温
は
れ
て
戟
残

し
た
。マ

ツ
ネ
松
娘
河
北
部
五
ケ
庄
に
臨
す
る
部
務
。

マ
ツ
ネ
ゴ
Z

松
槙
越

J
ヲ
ハ
ラ
ゴ
エ
小
原

越。
マ
ツ
ネ
ジ
ヨ
ウ
松
根
城
河
北
部
松
棋
の
山
蹴

に
在
っ
て
、
越
中
磁
波
郡
に
跨
り
、
金
調
停
を
去
る
こ

と
二

O
粁
。
天
正
年
中
佐
々
成
政
は
杉
山
主
計
を
遣

は
し
て
設
を
守
ら
せ
た
と
い
ふ
。

マ
ツ
ノ
イ
ッ
カ
ク
松
野
逸
角
突
は
験
校
で
あ

っ
た
。
亭
保
九
年
召
出
さ
れ
、
二
十
人
扶
持
を
受
け

て
組
外
に
列
し
た
。
子
孫
相
縫
い
で
務
に
仕
へ
る
。

マ
ツ
ノ
キ
松
ノ
木
羽
咋
郡
婦
松
庄
に
画
す
る

鶴
務
。マ

ツ
ノ
ゴ
テ
ン
松
之
御
殿
前
m
m
H濃
の
嫡
母

員
飽
院
天
保
九
年
氏
周
金
揮
に
下
り
、
後
そ
の
域
内

の
跨
腕
を
松
之
御
殿
と
い
う
た
。

マ
ツ
J
2
Z

ま
つ
の
聾

1
v
チ
ヨ
ユ
グ

Y
ユ
ウ

千
代
尼
句
集
会
一
、
は
い
か
い
ま
つ
の
聾
〉
。

マ
ツ
ノ
ヤ
ス
チ
カ
松
野
恭
涯
遁
稽
源
左
衛
門
。

焚
逸
角
の
越
知
ご
十
人
扶
持
を
製
ぎ
、
定
検
地
奉
行
・

改
作
奉
行
を
縦
、
天
明
五
年
新
知
百
三
十
石
を
受
け

能
奨
郡
代
官
と
な
り
、
亭
和
ご
年
六
周
廿
八
日
隠
居

し
て
幽
諒
と
践
し
た
。

マ
ツ
ノ
リ
ヨ
ウ
Z
イ

松

野

Y
英
蹄
は
知
見
、

マ
ツ

七
八
O

了
英
は
そ
の
逝
穏
で
あ
る
。
留
を
鈴
木
了
盆
に
皐
び
、
一
共
編
に
八
線
襲
解
が
あ
る
。
源
五
左
衛
門
の
家
臣
松
原
信
寄
の
子
。
初
名
信
兵

湘
柔
教
原
最
も
施
典
を
好
み
、
寛
政
四
年
六
用
事
年
一
マ
ツ
バ
ラ
オ
ト
シ
チ
ロ
ウ
松
原
乙
七
郎
明
治
一
街
。
和
算
を
潤
川
秀
蔵
に
感
ん
で
允
可
を
受
け
、
後

五
十
六
を
以
て
授
。
長
子
貨
は
鈴
木
氏
を
嗣
ぎ
、
次
一
ご
年
八
月
山
遜
神
太
郎
等
が
本
多
政
均
を
暗
殺
し
た
一
一
貫
弟
関
口
聞
と
共
に
洋
算
を
研
究
し
、
叉
天
文
航
海

子
貞
そ
の
家
を
襲
い
だ
。
一
時
、
松
原
乙
七
郎
も
そ
の
識
に
奥
っ
て
ゐ
た
の
で
、
.
一
の
患
に
蓮
じ
た
。
維
新
の
後
石
川
勝
富
山
支
腹
長
に

マ
ツ
ノ
ヲ
ヤ
マ
松
尾
山
鹿
島
郡
矢

m郷
な
る
一
事
後
授
獄
せ
ら
れ
た
が
刑
を
得
な
か
っ
た
。
次
い
で
一
任
ぜ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
明
治
四
十
二
年
十
一
周

畠
山
氏
の
縫
っ
た
七
尾
城
山
を
松
尾
山
と
も
い
ふ
。
一
四
年
十
一
周
廿
三
日
乙
七
郎
は
東
京
を
髭
し
て
九
州
一
十
一
日
七
十
億
畿
で
夜
し
た
。

能
膏
誌
に
、
『
陰
し
げ
き
松
の
尾
山
の
松
の
葉
の
か
く
一
に
赴
か
う
と
し
た
が
、
途
に
し
て
本
多
民
の
麓
臣
が
一
マ
ツ
バ
ラ
シ
ン
ス
ケ
松
原
新
助
交
を
嘉
三
右

と
も
つ
き
ぬ
君
が
寓
代
勤
文
』
一
故
主
の
仇
を
報
ぜ
ん
露
起
っ
た
こ
と
を
聞
き
、
大
坂
一
衛
門
と
い
ひ
、
弘
化
三
年
十
二
月
を
以
て
能
美
郡
八

マ
ツ
バ
ナ
松
花
金
縛
地
方
で
正
月
の
仰
墳
に
一
に
滑
ぼ
し
て
事
な
き
を
得
た
。
一
幡
に
生
ま
れ
た
。
初
め
窯
業
を
共
の
居
村
な
る
続
本

捧
げ
る
松
の
小
枝
で
作
っ
た
立
花
を
い
ふ
。
一
マ
ツ
バ
ラ
カ
ツ
ツ
グ
松
原
ご
一
泡
構
内
匠
。
一
屋
安
兵
衛
に
受
け
、
更
に
出
で
a
A

各
地
陶
家
の
従
弟

マ
ッ
ハ
マ
松
涜
河
北
郡
金
持
庄
に
嵐
す
る
部
一
越
中
な
る
北
浦
石
見
守
胤
円
安
の
子
。
氏
を
改
め
て
、
一
と
な
っ
た
が
、
巴
に
し
て
技
漸
〈
熟
し
、
明
治
初
年

務

。

一

瞬

長

十

六

年

前

倒

利

長

に

仕

へ

、

千

六

百

石

を

領

一

窯

を

清

水

の

地

に

築

き

、

三

年

之

を

八

幡

に

移

し

た

o

マ
ツ
バ
ヤ
シ
松
鴎
郁
子
↓
ウ
タ
ヒ
ゾ
メ
務
初
。
一
し
、
大
坂
再
役
に
背
屋
口
で
首
一
つ
を
獲
、
寛
永
七
一
此
の
時
金
穏
に
阿
部
碧
海
が
ゐ
て
、
九
谷
焼
を
海
外

マ
ツ
バ
ラ
ア
リ
ユ
キ
松
原
有
之
遁
稽
牛
之
助
・
一
年
波
。
子
孫
務
に
世
襲
す
る
。
一
に
輪
出
す
る
を
業
と
し
、
盛
に
新
助
に
腐
し
て
活
ら

牛
兵
衛
。
寛
政
十
ご
年
矢
元
右
衛
門
賞
忠
の
諮
知
三
一
マ
ツ
バ
ヲ
カ
ツ
ナ
ガ
松
原
一
備
調
稽
右
兵
衛
・
一
し
め
た
o
之
を
本
部
に
於
け
る
輪
出
向
製
品
の
附
矢

百
五
十
石
を
製
い
で
組
外
に
列
し
、
次
い
で
大
小
勝
・
一
議
右
衛
門
。
初
諒
一
施
。
正
徳
三
年
養
失
矯
兵
衛
一
一
と
す
る
l

是
に
於
い
て
十
ご
年
前
回
利
嗣
は
皇
室
に

明
倫
掌
説
師
・
大
小
将
積
目
よ
り
迭
に
御
馬
廻
顕
に
一
週
の
治
知
七
百
石
を
襲
ぎ
、
亭
保
九
年
御
先
弓
顕
と
一
九
谷
焼
を
奉
献
せ
ん
と
し
、
新
助
を
し
て
そ
の
任
に

至
り
、
文
政
五
年
百
石
を
加
へ
、
天
保
元
年
八
周
サ
一
な
っ
て
百
石
を
加
へ
、
逢
に
定
番
頭
に
主
り
、
箆
随
一
笛
ら
し
め
た
。
爾
後
製
陶
に
関
す
る
功
績
頗
る
多
〈
、

六
日
夜
し
た
。
一
十
二
年
致
仕
し
て
本
京
と
脱
し
、
明
和
七
年
間
六
周
一
三
十
ご
年
病
を
得
て
夜
し
、
翌
年
賀
駒
局
は
銀
否
を

マ
ツ
バ
ラ
イ
ザ
Z

モ
ン
松
原
伊
左
衛
門
初
め
一

H
Y
五
日
八
十
五
歳
を
以
て
夜
し
た
。
一
下
賜
し
て
之
を
遺
貸
し
た
。

館
左
衛
門
。
御
歩
か
ら
同
小
頭
に
滋
ん
で
百
石
を
領
一
マ
ツ
バ
ラ
カ
ト
ウ
ジ
松
原
嘉
藤
次
大
理
寺
務
一
マ
ツ
バ
ラ
チ
ョ
ウ
松
原
町
金
搬
の
町
名
。
も

し
、
文
化
ご
年
組
外
に
列
せ
ら
れ
た
。
子
孫
相
鑓
い
一
士
。
心
陰
流
組
術
の
建
人
で
あ
っ
た
が
、
後
村
井
主
一
と
松
原
口
門
の
前
に
在
っ
た
か
ら
こ
の
名
を
得
た
。

一

一

ア

肯

d
h

で

務

に

仕

へ

る

。

一

般

の

鎚

に

滋

け

ら

れ

た

。

一

松

原

口

門

は

不

関

門

の

こ

と

で

あ

る

。

寛

永

ご

十

年

マ
ツ
バ
ラ
イ
ツ
キ
松
原
一
記
石
川
郡
大
野
の
一
マ
ツ
バ
ラ
キ
ン
ダ
ユ
ウ
松
原
金
太
夫
知
行
ご
一
城
内
東
照
宮
に
邸
す
る
別
笛
寺
を
建
立
し
た
時
、
松

人
喜
多
嬰
松
は
、
家
を
根
布
屋
と
癖
し
、
鍔
接
を
好
一
百
石
。
大
坂
役
に
も
従
う
た
。
是
よ
り
五
代
の
孫
兵
一
原
町
は
そ
の
門
前
と
な
っ
た
録
、
俗
に
御
門
前
町
と

ん
で
邑
民
に
教
授
し
、
文
久
ご
年
喜
多
川
五
郎
右
衛
一
助
の
時
、
正
徳
三
年
流
刑
に
磁
せ
ら
れ
て
家
断
絶
し
一
呼
ん
だ
。
是
よ
り
松
原
町
の
古
名
は
絶
え
た
如
〈
な

門
貫
教
の
名
を
以
て
算
法
礎
を
著
し
た
。
時
に
年
廿
一
た
。
金
太
夫
の
組
金
太
夫
は
府
中
衆
で
あ
っ
た
。
一
っ
た
の
を
、
明
治
四
年
四
眉
復
奮
す
る
こ
と
に
し
た
。

四
。
皐
系
は
詳
か
で
な
い
。
後
金
揮
に
出
で
と
繭
回
一
マ
ツ
バ
ラ
グ
チ
モ
ン
松
原
口
門

J
ア
カ
ズ
ノ
一
越
登
賀
=
一
州
志
に
御
門
前
町
を
金
棒
御
坊
の
門
前
で

氏
を
胃
し
、
陸
路
三
年
松
原
一
太
郎
に
養
は
れ
て
、
一
モ

y

不

関

門

。

一

あ

っ

た

か

ら

の

穏

と

す

る

の

は

惑

か

ら

う

。

名
を
一
担
と
改
め
た
。
明
治
三
年
九
用
務
定
と
な
っ
一
マ
ツ
バ
ラ
ジ
ユ
Z
イ
松
原
語
録
事
保
九
年
御
一
マ
ツ
バ
ラ
ハ
ン
Z

号
ン
・
松
原
宇
右
衛
門
前
回

て
測
置
の
事
務
に
従
ひ
、
六
年
算
法
礎
を
再
刊
し
、
一
回
四
郎
に
召
出
さ
れ
、
十
五
人
扶
持
を
受
け
、
十
六
年
一
利
常
に
仕
へ
て
一
一
百
去
十
石
を
領
し
た
。
子
孫
務
に

廿
八
年
十
ご
周
五
十
七
践
を
以
て
授
。
そ
の
他
の
箸
一
六
十
践
を
以
て
授
。
養
子
諒
飴
そ
の
後
を
受
け
た
。
一
世
襲
す
る
。

に
約
術
総
解
が
あ
り
、
明
治
十
-
一
年
今
井
隆
.
平
と
の
一
マ
ツ
バ
ラ
シ
ョ
ウ
サ
タ
松
原
匠
作
務
士
茨
木
一
マ
ツ
バ
ラ
ヒ
ョ
ウ
ス
ケ
松
原
兵
助
糠
ご
百
.
石
、


